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人　口　13,295人　(前月比+21)

男　　　6,515人　(前月比+ll)

女　　6,780人　(前月比+10)

世　帯　4,390世帯(前月比+13)
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炎をテ-冒(=

第21回まつだ観光まつわ

テーマ･キャッチフレーズ

出発時間･場所
15時･町民文化センター-新松田駅

JR松田駅前広場
13時-　　　花村由香歌謡ショー

13時30分-　あしがら大鼓部

14時-　　　空手チアリーダー･纏

14時30分-福沢保育園太鼓
15時10分-　花河由香歌謡ショー

富士急操車広場
13時-　　　アロハエコーズ

14時-　　　小太郎太鼓

15時～　　　空手･チアリーダー･纏

15時30分- 17区子供会太鼓

16時-　　　アロハエコーズ

松田中学校
まつり会場

詳
細
に
つ
い
て
は
､
観
光
協
会
が
発
行
す
る

新
聞
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
-
だ
さ
い
｡

松
田
町
観
光
協
会
　
℡
8
3
4
9
8
3

午
後
6
時
～

午
後
6
時
5
0
分
～

午
後
7
時
2
0
分
～

午
後
7
時
4
5
分
～

午
後
8
時
～

午
後
8
時
3
0
分
-

太
鼓
演
奏

光
る
ヨ
ー
ヨ
ー

み
,
,
 
o
S
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

御
輿
入
場

百
八
ッ
火
点
火

大
名
行
列
入
場

花
火
大
会

ハ
ガ
キ
､
ま
た
は
電
話
で
テ
ー
マ
'
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

氏
名
'
住
所
'
電
話
番
号
を
お
伝
え
-
だ
さ
い
｡

8
月
1
 
4
日
㈲
締
め
切
り
で
す
｡

産
業
観
光
課
　
℡
8
3
1
2
2
8

〒
2
5
8
･
8
5
8
5
松
田
町
松
田
惣
領
2
0
3
7

･
町
商
工
振
興
会
の
出
店
･
商
店
街
の
紹
介
･
企
業
の

紹
介
･
農
産
物
の
販
売
･
観
光
紹
介
･
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
･
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
　
ほ
か

応
募
･
問
合
せ

初
め
て
の
イ
ベ
ン
ト
｢
松
田
町
産

業
ま
つ
り
｣
を
'
1
 
1
月
に
開
催
す
る

予
定
で
す
｡
こ
れ
は
､
商
業
･
工
業
･

農
業
な
ど
の
関
係
者
を
一
堂
に
会
し
'

産
業
の
振
興
･
発
展
と
､
町
民
の
一

層
の
認
識
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

-
こ
と
を
目
的
に
開
催
す
る
も
の
で

す
｡

ま
つ
り
の
開
催
に
あ
た
り
'
テ
ー

マ
､
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
町
民
の

皆
様
か
ら
募
集
し
ま
す
｡

ま
つ
り
の
内
容

産
董
巾
ま

2
 
3
日
㈲

松
田
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

2
2
日
出

寒
田
神
社
大
祭

午
後
6
時
～

午
後
6
時
2
0
分
-

午
後
7
時
1
0
分
～

午
後
7
時
3
0
分
～

午
後
7
時
5
0
分
-

午
後
8
時
1
0
分
-

花
河
由
香
歌
謡
シ
ョ
ー

カ
ラ
オ
ケ
第
1
部

体
協
レ
ク
部
　
手
お
ど
り

採
炎
式
(
観
光
協
会
主
催
)

体
協
レ
ク
部
　
手
お
ど
り

カ
ラ
オ
ケ
第
2
部

交
通
規
制
に
よ
る
渋
滞
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
､
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
｡
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災害に強い町づくりのために

総合防苅訓練芸2,.諾,昌㌫場

I 2 3 4 5 6 7 8 9 10

呼吸停止からの時間-.一一- (分)

大会を前に特訓中

地震に備えてふたつの補助制度
町では､地震の発生に備える補助制度を設けています｡被害を最小限に抑えるために､ぜひご利用ください｡

建設課　℡84-1332

木造建築物耐震診断補助 ��h･��ﾙ'X偰~9^(��

目 冦��(ﾉｩ'ｩZ�,ﾉ���ｹ�i&b��ｪ)�i&j2�/��8*�.��地震の際に転倒の危険性のあるブロック塀に代 際に必要となる費用の一部を補助するものです○ �*jH.h.���8,��h･�/��ﾙ'X+X,H*(+ﾘ+�*ﾘ+�,h/��B�
診断を受けて､補強や建て替えが必要かどうか確 ���+x.�.�,ﾈ,X+v�-ﾈ+ﾚI�h･�/��ﾙ'X+x.�+�,h,R�

的 僖h+ZI4ｹ��,引�'X/�ﾗX+h,H*ﾘ+�+8*&��良好な自然景観と快適で潤いのある生活環境をつ くり出すことを目的としています○ 

捕 唳*ﾉj��.x*ｨ�tﾈ+Xｸ�ｨ+x.�.�,ﾂ�･高さがほぼ均一のものを列状に植えるもの ･昭和56年以前に建築された一戸建住宅､2世帯 唸�m�,ﾈﾘ(+8,ﾓc�6ﾘ決�8,ZC�ﾘ潔>�,�)gｸ決�2�

助 偖ｩ��-ﾈ+ﾘ,ﾙ5云ﾉ[冽�����植えるもの 

対 售(､ｸﾉｨ,H決岑,ﾈ.�,ﾂ�･一般の交通に使われている幅4m以上の道路に 

象 剿ﾊしている､町内の住宅用地内であること 

捕 唳�i&h,冽h+x.佝��,ﾃ9Zｨ,ﾃ(潔>�,R�･限度額50,000円 

助 顔 唸ﾌ�7逢｣#�ﾃ���冷�

必 唳*ﾈ轌.�,ﾉ�ﾉ�����i&h,冽h+x.侈�����･町指定の申請書 ･設置する前後の写真 ･費用の見積書 

要 暢鵁,ﾈ*(+�.ｨ*��,ｨ�ﾈ���
童 Eヨ 唸ﾉｩ'ｨｦﾙDi,ｩ&ﾘ��,ﾈ�+R�･案内図､見取図､植栽図 

類 唸徂夐6�ﾉ^ｹ:9gｲ�Xﾉｩ'ｩD�7�/��洩�+x.�.�,ﾂ�

報 唳^(�ｾ�ﾏ�WHﾈ�.�,ﾉ,ｩ&ﾘ/��8*ⅳ(*佇闌�>�,��･補助金交付決定の通知を受け､生垣の設置が完 
dヒ l:コ 義 務 ��i&h/��{�+ZI_�ﾙ���/�/���了してからウ日以内に報告書を提出 

予
知
型
か
ら
発
光
型
の
訓
練
に

こ
れ
ま
で
町
で
は
､
地
震
予
知
連
絡
会
に
よ
り
大

地
震
の
発
生
が
予
知
さ
れ
た
と
想
定
し
､
防
炎
訓
練

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
｡
し
か
し
ー
現
段
階
で
は
正

確
な
地
震
予
知
は
困
難
な
も
の
で
す
｡
そ
こ
で
～
　
現

状
に
則
し
た
実
践
的
な
訓
練
と
す
る
た
め
､
大
地
震

に
よ
り
災
害
が
発
生
し
た
と
想
定
L
I
訓
練
を
行
う

こ
と
に
し
ま
し
た
｡

訓
練
は
災
害
発
生
後
の
初
動
体
制
を
確
立
す
る
た

め
～
　
初
期
消
火
訓
練
と
救
命
救
助
訓
練
に
重
点
を
置

き
ま
す
｡
ま
た
ー
｢
自
ら
の
身
体
の
安
全
は
自
ら
が
守

る
-
｣
と
い
う
防
炎
の
考
え
方
か
ら
ー
自
主
防
炎
会

を
中
心
に
人
材
育
成
を
図
リ
ー
住
民
相
互
に
助
け
合

う
体
制
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
｡
そ
の
た
め
ー
訓
練

を
大
き
く
-
つ
に
分
け
て
実
施
し
ま
す
｡

①
地
域
合
同
訓
練

住
民
参
加
に
よ
る
消
火
訓
練

(
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
)
　
や
'
毛
布

な
ど
を
使
っ
た
負
傷
者
の
搬
送

を
中
心
に
し
た
自
主
防
災
会
単

位
に
よ
る
訓
練
｡

寄
地
区
の
交
通
網
が
寸
断
さ

れ
た
と
想
定
し
､
自
衛
隊
の
へ

リ
コ
ブ
タ
-
の
出
動
を
要
請
し
､

酒
匂
川
町
民
親
水
広
場
か
ら
寄

み
や
ま
運
動
広
場
へ
の
救
援
物

資
の
搬
送
訓
練
｡

町
消
防
団
の
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
と
可
搬
ポ
ン
プ
､
足
柄
上

消
防
組
合
の
消
防
自
動
車
に
よ

る
一
斉
放
水
訓
練
｡

②
自
主
防
災
会
の
訓
練

消
防
団
と
防
災
リ
ー
ダ
ー
､

消
防
団
経
験
者
が
指
導
者
と
な

り
'
自
治
会
の
組
単
位
(
自
主

防
災
会
の
班
単
位
)
　
に
よ
る
消

火
栓
取
扱
い
訓
練
｡

防
災
倉
庫
内
の
機
材
(
ろ
水

機
や
発
電
機
等
)
　
の
取
扱
い
訓

練
｡

そ
の
他
'
各
自
主
防
災
会
が

必
要
と
す
る
訓
練
｡

③
出
張
訓
練
で
人
材
育
成

自
主
防
災
会
の
訓
練
の
た
め

に
'
指
導
者
を
派
遣
｡
婦
人
消

防
隊
員
が
指
導
者
と
な
り
､
平

日
自
宅
に
い
る
主
婦
層
を
中
心

と
し
た
消
火
栓
の
取
扱
い
訓
練
｡

.
-
I
:
･
-
･
-
 
-
I
-
.
.
;
.
.
:
=
'
･
.

る
､
心
肺
蘇
生
を
中
心
と
し
た

救
命
訓
練
｡

こ
れ
ら
の
訓
練
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
｡

①

地

域

合

同

訓

練

②
自
主
防
災
会
の
訓
練

8
月
3
0
日
㈱

午
前
8
時
～
1
 
1
時
3
0
分

酒
匂
川
町
民
親
水
広
場

(
新
十
文
字
橋
下
付
近
)

③
出
張
訓
練

9
月
1
日
㈹
-
1
 
0
日
㈹
の
う
ち

の
自
主
防
災
会
が
指
定
す
る
日

時
(
平
日
)
0

こ
の
う
ち
③
の
自
主
防
災
会
へ

の
出
張
訓
練
は
'
こ
の
期
間
以
外

に
も
地
域
の
要
請
に
よ
り
年
間
を

通
し
て
開
催
し
､
人
材
の
育
成
に

努
め
ま
す
｡

い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
大

地
震
｡
そ
の
と
き
の
た
め
に
備
え
'

ぜ
ひ
防
災
訓
練
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
｡

県
大
会
出
場

消
防
第
1
分
団

初
期
処
置
が
生
死
を
分
け
る

人
工
呼
吸
と
心
肺
蘇
生
法

下
の
図
は
ド
リ
ン
カ
ー
の
救
命

曲
線
と
い
い
､
呼
吸
が
停
止
(
呼

吸
停
止
数
分
後
に
心
臓
も
停
止
し

ま
す
)
　
し
て
か
ら
時
間
が
過
ぎ
る

ほ
ど
生
命
を
救
う
こ
と
が
難
し
-

な
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
｡
こ
の
図
は
'
呼
吸
停
止
後
2

分
以
内
に
人
工
呼
吸
を
始
め
る
と

約
9
0
%
の
確
立
で
生
命
を
救
え
ま

す
が
､
3
分
後
で
は
7
5
%
'
4
分

後
で
は
5
0
%
､
5
分
後
で
は
2
5
%
'

1
0
分
後
で
は
ほ
と
ん
ど
助
か
ら
な

い
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
｡

救
急
車
が
通
報
か
ら
現
場
ま
で

か
け
つ
け
る
ま
で
の
所
要
時
間
は
'

全
国
平
均
で
5
-
6
分
で
す
｡
し

か
し
､
脳
が
酸
素
な
し
で
生
き
て

い
ら
れ
る
時
間
は
3
-
4
分
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
｡
し
た
が
っ
て
'

呼
吸
や
脈
拍
が
停
止
し
た
状
態
の

傷
病
者
を
救
急
隊
員
が
救
急
処
置

を
し
て
も
'
生
命
は
救
え
る
も
の

の
脳
障
害
な
ど
が
残
り
､
元
の
社

会
生
活
に
復
帰
す
る
こ
と
は
難
し

く
な
り
ま
す
｡

い
つ
ど
こ
で
だ
れ
が
突
然
の
け

が
や
病
気
に
襲
わ
れ
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
｡
1
人
で
も
多
く
の
方
に

ド
リ
ン
カ
ー
の
救
命
曲
線

_

0

0

馴

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

0

1

蘇

生

の

チ

ャ

ン

ス

人
工
呼
吸
と
心
肺
蘇
生
法
を
修
得

し
て
い
た
だ
き
'
万
一
の
際
に
は

尊
い
命
を
救
っ
て
い
た
だ
-
た
め

出
張
訓
練
を
実
施
す
る
も
の
で
す
｡

訓
練
に
備
え
､
足
柄
上
消
防
組
合

職
員
に
よ
る
心
肺
蘇
生
法
の
指
導

を
受
け
る
､
町
婦
人
消
防
隊
員

～

県
と
柳
神
奈
川
県
消
防
協
会
が

主
催
す
る
｢
自
治
消
防
5
0
年
記
念

第
4
1
回
神
奈
川
県
消
防
操
法
大

会
｣
が
7
月
2
9
日
凧
に
'
厚
木
市

に
あ
る
神
奈
川
県
総
合
防
災
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

こ
の
大
会
は
'
消
防
操
法
技
術

の
向
上
と
､
士
気
の
高
揚
を
図
り
'

活
動
能
力
の
強
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
す
る
も
の
で
す
｡
本
町
は

1
6
年
ぶ
り
に
足
柄
上
郡
の
代
表
と

な
り
'
第
1
分
団
の
精
鋭
5
人
が

選
手
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
｡

"



(3)N｡398　　　　　　　　　　　　　　広　報　ま　つ　だ　　　　　　　　　　　　平成10年8月1日

平成12年4月からスタ
㌘∃
■手蔓介

別表①介護サービスの種類
在宅サービス

○訪問介護(ホームヘルプサービス)

○訪問入浴　　　○訪問看護

○訪問リハビリテーション

○日帰り介護(デイサービス)

○日帰りリハビリテーション

○福祉用具貸与　○福祉用具購入費

○訪問診療･訪問薬剤管理指導等

○福祉施設･医療施設への短期入所

(ショートステイ.ショートケア)

○痴ほう性老人のためのグループホーム

○有料老人ホーム等におけるサービス

○手すり取り付け等一定の住宅改修

施設サービス

○介護老人福祉施設(特別養護老人ホーム)

○介護老人保健施設

○介護療養型医療施設(老人病院等)
*施設サービスは､要介護の認定を受け

た方のみで､要支援の認定の方は利用

できません｡

別表②在宅における要介護度区分(想定)

区分 僖i.�,ﾉmｨ����5H�ｸ7(5謁駅�,ﾈ�8ﾌ��

要 支 揺 仍R�食事､トイレ､入浴はできるが､ 添iﾈ冷ﾓiiﾈ冷�

弱 倬��稲飲X*�*ｩTｹwb�

翠 介 :/ 佝��食事､トイレなどは何とかでき ��Iiﾈ冷ﾓ�iiﾈ冷�

皮 �.�*ｪI?ﾉx�,�,x,ﾘ訷�*�*ｩTｹwb�

中 ��磯h,ﾘ巉,h*�,X*ｸ.�*ｪH6x488ﾂ�17万円～18万円 
皮 �.)?ﾉx�,ﾘ訷�*�*ｩTｹwb�

重 ��磯jH6x488ﾈ,�,zH*(+�.ｨ.�薰�21万円～27万円 
度 傚X*�*ｩTｹwb�

痴 偬H*)'8-�*H��8*ｨ*�.蟹�9lｩ4��23万円程度 
Flコ乙 �ﾂ�,"�な手助けが必要 

∈≡≡l 耳夏 ���+ﾘ*ｸ.�,ﾈ�9�JI��]H.�.�,X*ｲ�23万円～/29万円 

重 度 �,�**I�9lｩ4�,稲飲X*�*ｩTｹwb�

* ｢要介護｣の認定を受けた場合､介護施設へ入所することもでき

ます｡その場合の費用は検討中です｡

扶養 親族 等の 数(人) �����"運ｨ-ﾈ+ﾘ,ﾙwｸ支�"��侘x髯9�,ﾉwｸ支�"�Wﾙwｸｶ�k��)9���竰�

全部支給(円) �ｩYH辷ｸｲ�竰�

0 鼎Sづ����1,540,000 �"ﾃ3c�ﾃ����

1 涛�Bﾃ����1,920,000 �"ﾃsC�ﾃ����

2 ��ﾃ3#bﾃ����2,300,000 �2ﾃ�#�ﾃ����

3 ��ﾃsCづ����2,680,000 �2ﾃS��ﾃ����

4 �"ﾃ�s�ﾃ����3,060,000 �2ﾃャ�ﾃ����

5 �"ﾃS�"ﾃ����3,440,000 釘ﾃ#c�ﾃ����

度

1
卜
劇
朋
u

ノ

社
会
全
体
で
高
齢
者
の
介
護
を
支
え
る

急
速
な
少
子
化
ー
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
ー
約
5
0

年
後
に
は
全
国
で
約
-
人
に
1
人
が
6
5
歳
以
上
と
い

う
超
高
齢
社
会
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
｡
国
の

調
査
で
も
､
寝
た
き
り
の
高
齢
者
の
主
な
介
護
者
の

半
数
以
上
が
6
0
歳
以
上
の
方
と
い
う
結
果
が
出
て
お

リ
ー
介
護
す
る
家
族
の
負
担
は
ー
心
身
両
面
で
極
め

て
重
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
｡

こ
の
こ
と
か
ら
､
介
護
保
険
は
介
護
を
家
族
だ
け

で
な
く
社
会
全
体
で
支
え
ー
利
用
者
の
希
望
を
尊
重

し
､
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る

仕
組
み
を
作
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
｡

保
険
へ
の
加
入
は
4
0
歳
か
ら

平
成
1
2
年
4
月
か
ら
'
6
5
歳
以

上
の
方
と
'
医
療
保
険
(
健
康
保

険
､
国
民
健
康
保
険
な
ど
)
　
に
加

入
し
て
い
る
望
成
以
上
蟹
成
未
満

の
方
は
す
べ
て
'
保
険
に
加
入
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
｡

保
険
料
は
､
6
5
歳
以
上
の
方
は

市
町
村
ご
と
に
条
例
で
額
が
定
め

ら
れ
､
老
齢
基
礎
年
金
等
か
ら
の

天
引
き
(
年
金
受
給
額
が
〓
疋
額

以
下
の
方
は
個
別
納
付
)
と
な
り

ま
す
｡
ま
た
､
4
0
歳
以
上
6
5
歳
未

満
の
方
は
'
加
入
し
て
い
る
医
療

保
険
組
合
の
算
定
方
法
に
よ
り
'
医

療
保
険
料
と
一
緒
に
徴
収
さ
れ
ま

す
｡
6
5
歳
以
上
の
方
の
保
険
料
額

は
､
全
国
平
均
で
約
2
5
0
0
円

(
平
成
7
年
度
価
格
)
と
試
算
さ

れ
て
い
ま
す
｡

保
険
で
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

寝
た
き
り
や
痴
ほ
う
な
ど
で
常

に
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
(
要

介
護
状
態
)
　
や
'
家
事
な
ど
の
日

常
生
活
に
支
援
が
必
要
な
状
態

(
要
支
援
状
態
)
に
な
っ
た
場
合
'

町
の
要
介
護
認
定
を
受
け
'
介
護

保
険
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
(
別
表
①
)

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ょ
う
と
す

る
場
合
は
､
町
に
要
介
護
認
定
の

申
請
を
L
t
専
門
知
識
を
有
す
る

町
の
職
員
等
が
心
身
の
状
況
を
訪

問
調
査
し
ま
す
｡
こ
の
調
査
結
果

と
か
か
り
つ
け
の
医
師
の
意
見
書

を
基
に
'
医
療
'
保
健
'
福
祉
の

専
門
家
か
ら
な
る
認
定
審
査
会

で
､
介
護
の
必
要
度
な
ど
が
判
定

さ
れ
ま
す
｡
そ
の
要
介
護
度
区
分

(
別
表
②
)
　
に
応
じ
た
限
度
額
の

範
囲
内
で
､
利
用
者
の
選
択
を
も

と
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成

し
､
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
｡

た
だ
し
､
4
0
歳
以
上
6
5
歳
未
満

の
方
は
'
老
化
に
伴
う
特
定
疾
病

に
よ
り
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
場

合
に
限
ら
れ
ま
す
｡

な
お
'
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
場
合
の
利
用
者
の
負
担
は
'

か
か
っ
た
費
用
の
1
割
で
す
｡

介
護
保
険
事
業
計
画

保
険
の
運
営
主
体
は
町
で
す
が
'

適
正
な
運
営
を
図
る
た
め
'
高
齢

者
数
'
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
意
向
'

サ
ー
ビ
ス
供
給
量
等
を
推
定
し
､

今
後
5
年
間
の
事
業
の
方
向
性
を

定
め
る
介
護
保
険
事
業
計
画
を
'

来
年
度
に
わ
た
っ
て
策
定
し
ま
す
｡

現
在
必
要
な
デ
ー
タ
を
収
集
す
る

た
め
'
高
齢
者
実
態
調
査
等
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
､
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
｡

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
'

今
後
も
本
紙
で
随
時
お
伝
え
し
て

い
き
ま
す
｡
な
お
'
7
月
に
各
家

庭
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
介
護
保
険

制
度
』
を
配
布
し
ま
し
た
の
で
'

ぜ
ひ
ご
一
読
-
だ
さ
い
｡
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所
得
制
限
を
引
き
下
げ

父
母
の
離
婚
･
父
の
死
亡
な
ど

に
よ
っ
て
'
父
と
生
計
を
同
じ
-

し
て
い
な
い
児
童
に
つ
い
て
手
当

を
支
給
す
る
の
が
'
児
童
扶
養
手

当
の
制
度
で
す
｡
こ
れ
に
よ
り
'

母
子
世
帯
等
の
生
活
の
安
定
を
図

り
'
自
立
を
促
進
し
ま
す
｡

こ
の
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
る

た
め
に
は
'
所
得
の
制
限
が
あ
り

ま
す
｡
所
得
が
一
定
額
以
上
あ
る

と
'
手
当
の
全
部
'
ま
た
は
一
部

の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
｡
そ
の

所
得
制
限
が
､
平
成
1
0
年
8
月
以

降
の
月
分
の
手
当
か
ら
下
の
表
の

と
お
り
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
｡

未
婚
の
お
母
さ
ん
へ

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
対
象
児

童
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
'
未
婚
の

母
子
の
お
子
さ
ん
が
父
か
ら
認
知

を
さ
れ
て
い
て
も
手
当
を
受
給
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
｡

特
別
児
童
扶
養
手
当

一
定
の
範
囲
以
上
の
障
害
(
痩

育
手
帳
)
　
の
あ
る
1
8
歳
未
満
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ

れ
る
手
当
で
す
｡
該
当
す
る
と
思

わ
れ
る
方
は
､
福
祉
班
ま
で
ご
相

談
ぐ
だ
さ
い
｡
な
お
､
現
在
受
給

さ
れ
て
い
る
方
は
'
8
月
1
 
1
日
か

ら
2
1
日
ま
で
の
間
に
必
要
書
類
と

印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
'
窓
口
に

お
越
し
-
だ
さ
い
｡
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平成10年8月1日

別表(D　保険税率の内訳

改正前 

応 能 割 傀ｩ;險B� �2�3rR�

資産割 ��32.14% 

応 益 割 仂�9乖B���ﾉ9h.ｒ� 免ﾂﾃS��冷�

平等割(1世帯割) ��16,400円 

別表②　6割軽減世帯(世帯主の負担額)

改正前 

均等剖 ��4,600円 

平等割 ��6,560円 

別表③　4割軽減世帯(世帯主の負担額)

改正前 

均等剖 ��6,900円 

平等割 ��9,840円 

別表④　上郡1市5町の保険税の比較(平成10年度予算ベース)

中井町 ��X鯖*ﾂ�山北町 丶ｩ�ﾉ*ﾂ�南足柄市 

保 険 税 ���ﾉ9h+ﾘ.��:j:紙心::<三3三…※…;≡≡●乙㍍ミ;;ミ…<三､-Ai≡三…賢…賀三三………;…完.ち;.ミ:.I:-::ぎ 都�ﾃ���冷�66,923円 塔Bﾃs��冷�68,147円 都2ﾃCc(冷�

1世帯当たり 俯9X(,S8ﾘc｣ｨ���cｸvcｷｵb��ｨ�2sｸ�v���,#ｨ�ｩ?�蔘ｨv#��h+(+#ｦ�#ｵh�ﾈ�3｣ｳｸx�ﾃ3��7韈��X�8ﾋ釋�l��3｢�ﾖ｣ｨ���8���9�8�9Uﾃﾈ�8�8���8��ｨ7罐ｨ�ｨv(���8,IOﾉJ���x��8�8�X�8�8�8*ﾈv��ﾈ��ｲ�161,072円 ��Cbﾃc#���184,983円 ��cBﾃ�s�冷�144,809円 

｢少年の主張｣作文コンクール入賞者(敬称略)

小出　芳(寄中2年)

｢活きているぞ　中学生は｣

小池峻一朗(松小5年)

｢やってよがった資源回収｣

保健環境課℡83-1226 剪ｬ民福祉課℡83-1225 

生活環境班 佶(ﾔ�,8*ﾘ.鵜r�福祉班 俛�]ｹD霎�L��窓口班 

●●●●●●● ��ﾈ�ﾈ�ﾈ�ﾈ�ﾂ�●●●●●● ��ﾈ�ﾈ�ﾈ�ﾈ�ﾂ�●●●●●●● 
係足生廃防公環環 俎96�ﾝﾙuﾉ]ｲ�社健引戦身民老 刔i��hﾙ�ﾙ��住相妊人破身戸 
機柄活棄犯害境境 几y�Y�馭伊"�会廉揚傷体生人 ��ﾉ�ﾉ|9j���民続娠口産分籍 
関東排物灯防美衛 倩�V�|9�ｨ饕�福福者病障委福 兢ｹ]ｸ�ﾉ(ﾉ"�の税届動者証. 
と部水の､止化生 册9wｸ顗ｼb�祉社等者害貞祉 佶(ﾉ(,ﾉ�Y�R�応法.態.明住 
の清処防(のの 貞����事セ.児 �9<�ｬy]ｹ]ｲ�接第母統禁民 

昭蒜霊 刹ﾆン戟者 處9¥ｩyﾘﾊ���･58子計治基 

団夕●没福●● ���<��案条健調産本 
体ー被者祉人児 ��ﾈﾇh-�¥｢�内の康査者台 

軍票空室… �+ｸ査ﾝ��(ﾊ�;b�国の運会● �+ｹ,ｨ薰�8��

の持者族擁福 冕�ﾈ�8ﾇhﾙ��の知帳準 
勉管の.●護祉 佶(螽,ﾉj��他の●禁●● 

霊撒 剏坥攝ｭ末梢 儘�,ﾉuﾉD��-窓交埋治外印 

生活帰神 兢ｹ+(��螽ｾ��口付火産国鑑 
事還薄●● 侈���,ﾂ�業葬者人登 

榔 仂h�(�9�i^｢�逮.調 冖��ﾈ,ﾂ�6���

団●留者活子 �8ﾈ��粐�自∴許犯録. 
体行守福保福 仄h蠅�衛可罪証 

旅豪社護祉 亳8ﾈ��宮人明. 
病族 人 ��｢�募名 集簿 

せいじゆ

川本正寿さん

昭和9年4月22日生まれ

松田庶子1425-2

だつま戟広

健
全
な
国
保
運
営
の
た
め

税
率
を
引
き
上
げ

本
紙
-
月
号
で
､
町
の
国
民
健

康
保
険
(
国
保
)
の
運
営
状
況
が
､

～
般
会
計
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
る
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
し
た
｡

そ
の
よ
う
な
状
況
の
た
め
､
7
月

1
 
5
日
に
開
催
さ
れ
た
平
成
1
 
0
年
第

1
回
松
E
E
]
町
議
会
臨
時
会
に
お
い

て
､
国
保
の
税
率
引
き
上
げ
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
の
で
内
容
を
お
伝

え
し
ま
す
｡

保
険
税
の
算
定
は
'
そ
の
年
に

予
測
さ
れ
る
医
療
費
の
総
額
か
ら
'

国
の
負
担
金
や
被
保
険
者
が
窓
口

で
支
払
う
一
部
負
担
金
を
差
し
引

い
た
額
を
各
世
帯
に
割
り
当
て
ま

す
｡
ま
た
t
 
I
世
帯
当
た
り
の
保

険
税
は
'
被
保
険
者
の
所
得
や
資

産
に
応
じ
て
課
す
応
能
割
と
､
一

律
に
課
す
均
等
割
及
び
世
帯
別
平

等
割
と
い
う
応
益
割
と
が
あ
り
ま

す
｡
今
回
は
､
被
保
険
者
間
の
負

担
が
公
平
に
な
る
よ
う
に
'
こ
の

負
担
割
合
に
つ
い
て
改
正
し
ま
し

た
｡

そ
の
内
容
は
'
別
表
①
の
と
お

り
税
率
を
改
正
す
る
も
の
で
す
｡

ま
た
'
低
所
得
者
世
帯
の
税
負
担

を
軽
-
す
る
た
め
､
均
等
割
と
平

等
割
に
つ
い
て
'
6
割
ま
た
は
4

割
軽
減
し
て
い
ま
す
が
'
こ
れ
に

つ
い
て
も
次
の
と
お
り
改
正
し
ま

し
た
｡

●
6
割
軽
減
世
帯

年
間
の
所
得
金
額
が
3
3
万
円
以

下
の
世
帯
(
別
表
②
)

●
4
割
軽
減
世
帯

年
間
の
所
得
金
額
が
'
3
3
万
円
と

世
帯
主
を
除
-
国
保
加
入
者
1

人
に
つ
き
2
4
万
5
千
円
を
加
算

し
た
金
額
以
下
の
世
帯

(
別
表
③
)

代
表
監
査
委
員
決
ま
る

町
の
代
表
監
査
委
員
の
辻
村
裕

好
さ
ん
が
､
6
月
2
 
7
日
渠
港
逝
さ

れ
ま
し
た
｡
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
｡

納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

今
回
の
改
正
に
よ
り
､
今
月
中

旬
に
は
今
年
度
の
保
険
税
を
確
定

し
て
国
民
健
康
保
険
税
通
知
書
を

発
送
し
ま
す
｡
こ
れ
は
'
5
月
に

す
で
に
送
付
済
み
の
仮
算
定
の
決

定
通
知
書
(
3
期
分
)
　
の
税
額
を

差
し
引
い
た
税
額
を
､
4
期
か
ら

1
0
期
に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ
-

も
の
で
す
｡

国
保
の
財
源
を
安
定
さ
せ
'
経

営
の
健
全
化
を
図
る
に
は
'
町
の

努
力
と
と
も
に
加
入
者
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
｡
一

人
ひ
と
り
が
正
し
い
受
診
と
健
康

づ
-
り
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
｡
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青
少
年
健
全
育
成
大
会

役
場
の
仕
事
､
担
当
は
こ
ち
ら
で
す

7
月
4
日
出
'
町
民
文
化
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
'
第
1
8
回
青
少

年
健
全
育
成
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
｡

第
1
部
で
､
｢
少
年
の
主
張
｣
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
作
品
と
'

育
成
団
体
の
発
表
'
決
議
文
の
採

沢
が
あ
り
ま
し
た
｡

第
2
部
で
は
'
交
通
事
故
の
け

が
に
よ
る
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を

乗
り
越
え
前
向
き
に
生
き
る
'
鈴

木
ひ
攻
略
さ
ん
に
よ
る
記
念
講
演

｢
車
椅
子
か
ら
の
旅
立
ち
｣
に
'

感
動
の
拍
手
が
お
-
ら
れ
ま
し
た
｡

入

　

選

松
本
知
夏
(
松
小
6
年
)

｢
委
員
会
活
動
を
通
し
て

学
ん
だ
こ
と
｣

庄
司
悦
子
(
松
小
6
年
)

｢
進
み
や
す
い
道
路
｣

桐
生
麻
衣
子
(
寄
小
6
年
)

｢
す
ぼ
ら
し
い
仲
間
に

支
え
ら
れ
て
｣

長
岡
祐
子
(
寄
小
6
年
)

｢
自
然
の
中
で
｣

青
木
純
香
(
松
中
3
年
)

｢
福
祉
と
い
う
こ
と
｣

高
見
久
美
子
(
松
中
3
年
)

｢
一
つ
の
事
件
か
ら
学
ん
だ
こ
と
｣

永
田
紙
子
(
松
中
3
年
)

｢
わ
た
し
の
言
い
た
い
こ
と
｣

古
谷
知
巳
(
寄
中
2
年
)

｢
私
の
夢
｣

そ
の
②

1
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=
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Y

町
の
施
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れ
⑧
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松
田
山
西
平
畑
公
園

自

　

然

　

舘

後
任
に
は
'
7
月

1
 
5
日
に
開
催
さ
れ
た

平
成
1
0
年
第
1
回
松

田
町
議
会
臨
時
会
に

お
い
て
､
川
本
正
寿

さ
ん
が
選
任
同
意
さ

れ
ま
し
た
｡

西
平
畑
公
園
内
駐
車
場
か
ら
ふ

る
さ
と
鉄
道
に
沿
っ
て
進
み
､
踏

み
切
り
を
渡
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る

自
然
館
｡
町
内
外
か
ら
年
間
約
1

万
5
0
0
0
人
の
方
が
訪
れ
ま
す
｡

徒
歩
で
訪
れ
る
方
の
た
め
に
'
東

名
高
速
道
路
の
側
道
と
'
俣
渡
沢

が
交
差
す
る
付
近
か
ら
始
ま
る
5

1
0
m
の
野
鳥
観
察
路
を
整
備
し

て
あ
り
ま
す
｡
途
中
に
は
東
屋
'

野
鳥
観
察
所
を
各
1
棟
設
け
て
い

ま
す
｡館

内
に
は
'
風
に
吹
か
れ
て
音

が
出
る
自
然
音
具
や
'
精
巧
な
木

彫
り
の
鳥
バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
､

草
花
や
鳥
を
精
密
に
描
い
た
水
彩

画
ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
な
ど
を
展

示
す
る
ほ
か
､
町
内
で
の
自
然
観

察
の
様
子
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
｡

ま
た
'
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
'

参
加
自
由
の
観
察
や
実
習
の
教
室

を
開
い
て
い
ま
す
｡
詳
し
-
は
本

紙
6
面
｢
西
平
畑
公
園
の
催
し
｣

の
コ
ー
ナ
ー
を
ご
覧
-
だ
さ
い
｡

デ
ー
タ

●
展
示
物

･

自

然

音

具

　

　

　

　

　

　

7

点

･
バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
　
　
8
古
…

･
ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
　
　
2
0
点

･
水
の
な
い
水
族
館
(
V
T
R
)
1
台

･
鉄
道
模
型
(
N
ゲ
ー
ジ
)
　
1
式

●
入
館
料
　
無
　
料

●
休
館
日
　
月
曜
日
･
祝
日
の

翌
日
　
年
末
年
始

●
開
館
時
間

午
前
9
時
～

午
後
4
時
(
1
 
1
月
～
2
月
)

午
後
5
時
(
3
月
～
1
0
月
)

●
構
　
　
造
　
木
造
平
屋
建

●
延
床
面
積
　
1
4
9
2
m

●
開
館
年
月
　
平
成
6
年
6
月

●
所
在
地
　
松
田
惣
領

2

9

7

1

　

-

　

1

●
電
　
　
話
　
　
℡
8
2
7
3
4
5

●
担
当
課
　
保
健
環
境
課

℡
8
3
1
2
2
6

､

｢

＼
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町のスポーツ大会の結果

第18回町民卓球大会
6月7日(日)､町体育館で開催した大会に

9チームが参加しました｡

優　勝　神山A

準優勝　町屋･店屋場合同

3　位　湯の沢､茶屋･河内･中丸B混合

第22回町民バレーボール大会
6月28日(日)､松田中学校体育館で開催し

た大会に9チームが参加しました｡

優　勝　仲町屋

準優勝　寄B

3　位　9区､ 10･11･13区混合

多発〝交通死亡事故

出会い頭の事故

風と光のイルシオン
寄地区で芸術活動をしている方で組織する丹沢自然環境芸術文化振輿

会では､ ｢風と光のイルシオン｣を開催します｡

イルシオンとは幻影･幻想を意味します｡夏の夜空の草原に展示された

オブジェを､風車で発生したわずかな電力による照明(豆電球､発光ダイ

オード､光ファイバー等)でライトアップし､幻想的な世界を演出しますo

期間中には､シンポジュームと野外コンサートも開催します｡いずれも

無料です｡お誘い合わせの上ご来場ください｡

日　時　8月8日出-16日(R)午後7時-9時(日中の見学も可)

会　場　寄田代地区(㈱ソキア研修センター横)

シンポジューム
｢風･自然環境とエネルギー｣をテーマに､足利工業大学の牛山教授と

東海大学の関教授による対談形式によるシンポジュームを行います｡参加

者の方も質問や発言ができます｡

日　時　8月8日㈹午後5時～7時30分

会　場　㈱ソキア研修センター

アンデスの風コンサート
日　時　8月8日(jj午後7時30分-8時(雨天順延)

会　場　展示会場内

出　演　フォルクローレ(アンデスの民族音楽)グループロス.コ-ジャス

主　催　丹沢自然環境芸術文化振興会

後　援　松田町･桧田町教育委員会

(財)日本科学技術振興財団日本風カエネルギー協会

協　力　足利工業大学機械光学科　　　牛山研究室

東海大学総合科学技術研究所　関研究室

協　賛　㈱ソキア･東京電力㈱秦野営業所･足柄ロータリークラブ

聞合せ　丹沢自然環境芸術文化振興会事務局(福岡)℡89 - 2458

家の買換特例では税金がかからないことも

今月の行事

冶ji/J L会　こどものコーナー

4､11､ 18日(火)

午後3時30分-4時

休　館　日　毎週月曜日

寄出張図書館　毎週水曜日　午後1時-4時

貸出期間は1か月

隅∃
･トトか一般書棚･

｢黄金時代｣　　　　　　　　　椎名誠

｢玉砕｣　　　　　　　　　　　小田実

｢すっぴん魂　カッパ巻｣　　　　　室井滋

宮城谷昌光

内田春菊

内館牧子

島田雅彦

吉岡安之

チャールズ･シュルツ

シドニィ･シェルダン

｢太公望｣上･中･下

｢彼が泣いた夜｣

｢必要の射､人｣

｢子どもを救え｣

｢危ない化学物質｣

｢スヌーピー(19冊)｣

｢氷の淑女｣上･下

･‡･･H･児童書

｢ゆたかな命のために｣

｢空気はだれのもの｣

｢バックルさんとめいけんグロリア｣

｢十三階の海賊たち｣　シド

㌔
*以上は､新着図書150冊のうちの抜粋です｡　≡

展示･予約は11日(火)から､貸し出しは18日　≡

(畑､ら受け付けます｡

HHMllHIHHHHJIHHHMHHHIHJIHIHHHHHHHIIr

今
年
'
松
田
警
察
署
管
内
で
は
､

7
月
2
0
日
現
在
で
死
亡
事
故
が
8
件

発
生
し
'
犠
牲
者
は
9
人
に
上
っ
て

二い
ま
す
｡
こ
れ
は
昨
年
同
期
に
比

べ
て
4
件
5
人
の
増
加
で
'
県
内

ワ
ー
ス
ト
2
と
な
っ
て
い
ま
す
｡

主
な
事
故
原
因
は
､
わ
き
見
運
転

と
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
で
す
｡

夏
休
み
に
入
り
'
家
族
で
車
で

出
か
け
た
り
'
子
ど
も
た
ち
が
外

出
す
る
機
会
が
増
え
'
交
通
事
故

の
発
生
率
が
高
ま
り
ま
す
｡
交
通

安
全
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
｡

社
協
会
費
納
入
の
お
願
い

町
社
会
福
祉
協
議
会
は
､
昭
和

6
1
年
に
法
人
化
さ
れ
'
基
本
理
念

に
基
づ
き
住
民
一
人
ひ
と
り
が
互

助
精
神
を
持
ち
｢
健
康
と
幸
せ
が

守
ら
れ
る
明
る
い
福
祉
の
町
づ
-

り
｣
を
進
め
て
い
ま
す
｡

そ
の
活
動
の
財
源
の
一
つ
が
､

会
員
皆
様
の
貴
重
な
会
費
で
す
｡

期
間
中
'
各
地
区
の
区
長
･
民
生

委
員
が
伺
い
ま
す
｡
趣
旨
を
ご
理

解
い
た
だ
き
､
引
き
続
き
会
員
の

皆
様
に
は
会
費
を
納
め
て
い
た
だ

き
､
未
加
入
の
方
に
は
新
規
加
入

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
｡

一
般
会
費
(
一
般
世
帯
)

年

額

　

1

口

　

　

5

0

0

円

団
体
会
費
(
法
人
･
団
体
)

年

額

　

1

口

　

3

0

0

0

円

納
入
期
限
　
8
月
3
1
日

社
会
福
祉
法
人

松
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

℡
8
2
0
2
9
4

マ
イ
ホ
ー
ム
　
(
居
住
用

財
産
)
を
譲
渡
し
て
譲
渡

益
が
出
る
よ
う
な
場
合
､

一
定
の
要
件
に
当
て
は
ま

れ
ば
'
そ
の
譲
渡
益
か
ら

特
別
控
除
の
3
0
0
0
万

円
を
差
し
引
い
た
り
'
さ

ら
に
低
税
率
の
適
用
を
受

け
た
り
で
き
ま
す
｡
し
か

し
､
そ
れ
で
も
ま
だ
譲
渡

益
が
出
て
多
く
の
税
金
を

納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
｡

こ
の
よ
う
な
と
き
の
た

め
に
､
所
有
期
間
が
1
0
年

た
マ
イ
ホ
ー
ム
の
価
格
以
下
の
場

合
は
税
金
が
か
か
ら
ず
､
買
い
換

え
た
マ
イ
ホ
ー
ム
を
将
来
売
る
と

き
ま
で
税
金
を
繰
り
延
べ
ら
れ
ま

す
｡
逆
に
､
売
っ
た
価
格
が
買
っ

た
価
格
を
上
回
る
と
'
差
額
部
分

に
つ
い
て
税
金
が
か
か
り
ま
す
｡

｢
子
ど
も
も
大
き
く
な
っ
て
手
狭

に
な
っ
た
か
ら
､
郊
外
の
少
し
広

い
家
に
買
い
換
え
よ
う
か
し
ら
｣

と
い
う
よ
う
に
'
こ
れ
か
ら
マ
イ

ホ
ー
ム
を
売
る
'
あ
る
い
は
売
る

予
定
の
方
に
と
っ
て
は
覚
え
て
お

-
と
便
利
な
制
度
で
す
｡

な
お
､
3
0
0
0
万
円
の
特
別

控
除
な
ど
他
の
特
例
を
受
け
て
い

る
と
き
は
'
買
い
換
え
特
例
は
適

用
で
き
ま
せ
ん
｡
ま
た
'
特
別
控

除
の
場
合
と
同
様
'
買
い
換
え
特

例
を
受
け
る
場
合
も
確
定
申
告
が

必
要
で
す
｡

を
超
え
る
マ
イ
ホ
ー
ム
を
売
り
'

新
た
に
マ
イ
ホ
ー
ム
を
〓
疋
期
間

内
に
購
入
す
る
　
(
買
い
替
え
る
)

場
合
､
｢
居
住
用
財
産
の
買
換
え
特

例
｣
が
受
け
ら
れ
ま
す
｡

こ
の
特
例
を
利
用
す
る
と
､
売

っ
た
マ
イ
ホ
ー
ム
の
価
格
が
買
っ

農
業
委
員
会
　
Q
&
A

Q
　
農
業
従
事
者
に
対
し
て
の
公

的
な
年
金
制
度
が
あ
る
と
聞
き
ま

し
た
が
'
誰
で
も
加
入
で
き
る
の

で
し
ょ
う
か
?

A
　
こ
の
年
金
は
､
農
業
者
年
金

と
い
い
'
農
業
者
の
老
後
の
安
定

と
'
農
業
経
営
の
若
返
り
や
規
模

拡
大
を
図
る
た
め
に
作
ら
れ
た
年

金
で
す
｡

加
入
対
象
者

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方

で
'
次
の
い
ず
れ
か
一
つ
に
該

当
し
､
6
5
歳
ま
で
に
2
0
年
以
上

加
入
で
き
る
方
で
す
｡

①
自
分
名
義
の
農
地
の
面
積
が

3
0
ア
ー
ル
以
上
の
農
業
経
営

者
｡

②
夫
婦
で
1
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上

の
農
地
を
持
ち
'
家
族
経
営

協
定
を
結
ん
で
い
る
配
偶
者
｡

③
農
業
経
営
者
の
後
継
者
や
'

農
業
生
産
法
人
の
常
時
従
事

者
で
あ
る
構
成
員
｡

※
5
0
ア
ー
ル
以
上
の
農
業
経
営
者

で
'
6
0
歳
ま
で
に
2
0
年
以
上
加

入
で
き
る
方
は
'
必
ず
加
入
す

し
な
-
て
は
な
り
ま
せ
ん
｡

特

　

色
①
国
の
法
律
に
基
づ
-
年
金
制

度
で
あ
り
､
将
来
に
わ
た
り

安
心
で
き
ま
す
｡

②
経
営
移
譲
年
金
に
は
､
国
庫

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
｡

③
物
価
上
昇
や
所
得
改
定
に
よ

り
ス
ラ
イ
ド
さ
れ
､
年
金
額

が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
｡

④
女
性
農
業
者
も
加
入
で
き
ま

す
｡

詳
細
に
つ
い
て
は
'
農
業
委
員

会
'
ま
た
は
農
協
へ
ご
相
談
-
だ

さ
い
｡

農
業
委
員
会
事
務
局

(
産
業
観
光
課
内
)
℡
8
3
1
2
2
8

太
り
気
味
で
便
秘
症
の
方
の
対
策

忠,i,."帆

㈱

　

ト

桝

肥
満
は
糖
尿
病
'
高
血
圧
､
心

臓
病
な
ど
の
病
気
に
つ
な
が
る
の

で
､
こ
ま
め
に
身
体
を
動
か
し
た

り
'
食
後
に
散
歩
し
た
り
'
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
避
け
階
段
を
利
用
す

る
な
ど
､
筋
肉
を
使
う
よ
う
に
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
｡
減
量
成
功

の
秘
訣
は
､
い
き
な
り
同
時
に
食

事
制
限
と
運
動
療
法
に
挑
戦
す
る

よ
り
'
食
事
療
法
を
き
ち
ん
と
守

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
運
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で

す
｡

食
事
で
気
を
付
け
た
い
こ
と
は

①
好
物
ば
か
り
を
そ
ろ
え
る
よ
う

な
偏
っ
た
食
事
を
摂
ら
な
い
｡
②

1
日
3
回
規
則
正
し
-
食
べ
'
主

食
､
主
菜
'
副
菜
を
食
卓
に
そ
ろ

え
る
｡
③
夕
食
は
な
る
べ
-
軽
-

す
る
｡
④
ア
ル
コ
ー
ル
は
控
え
め

に
す
る
｡
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
｡

も
う
ひ
と
つ
の
悩
み
'
便
秘
解

消
の
た
め
に
は
①
規
則
正
し
い
排

便
習
慣
を
身
に
つ
け
る
た
め
'
朝

起
き
た
ら
す
ぐ
､
コ
ッ
プ
1
杯
の

冷
え
た
水
を
飲
む
｡
②
便
量
を
増

や
し
'
腸
管
内
を
通
過
す
る
時
間

を
短
-
す
る
た
め
に
'
食
物
繊
維

を
含
む
食
品
を
た
っ
ぷ
り
摂
る
｡

③
腸
管
を
刺
激
L
t
運
動
性
を
高

め
る
た
め
'
ガ
ス
が
発
生
し
や
す

い
食
品
(
い
も
類
'
バ
ナ
ナ
な
ど
)

を
摂
る
｡
④
大
腸
の
運
動
を
活
発

に
さ
せ
る
た
め
'
ス
ポ
ー
ツ
を
し

た
り
'
直
接
下
腹
部
を
マ
ッ
サ
ー

ジ
す
る
｡
⑤
｢
お
ふ
-
ろ
の
昧
｣

ひ
じ
き
の
煮
物
､
切
干
大
根
煮
､

煮
豆
な
ど
に
挑
戦
す
る
｡
⑥
肥
満

対
策
で
も
あ
げ
た
よ
う
に
､
ア
ル

コ
ー
ル
は
休
肝
日
を
設
け
､
飲
み

過
ぎ
を
防
ぐ
｡

以
上
の
よ
う
に
､
よ
-
身
体
を

動
か
す
こ
と
と
'
食
物
繊
維
が
多

-
低
カ
ロ
リ
ー
の
海
藻
'
野
菜
'

き
の
こ
類
を
十
分
摂
る
こ
と
で
肥

満
と
便
秘
は
同
時
に
解
消
で
き
ま

す
｡
太
り
気
味
で
便
秘
症
の
方
は

ぜ
ひ
実
行
し
て
み
て
-
だ
さ
い
｡

保
健
婦



平成10年8月1日　　　　　　　　　　　　　広　報　ま　つ　だ

寄中学校では7月13日(月)､お年寄りに学校へ足を運んでいた

だき､こどもたちと交流を深めてもらおうと､体育館で"ひるや

すみ　ほのぼのコンサート"を開きました｡

寄中学校器楽部のリコーダー(たて笛)の演奏､寄小学校1年

生の合唱､寄中学校の先生と生徒のフルートとピアノ演奏､そし

て集まった約300人全員で"ふるさと"を合唱しました｡

お年寄りからはお礼の花束などが贈られました｡

田代みなみちゃん(15区)　諸星嵩遠くん(11区)

かぷらきやすお

葉木恭雄さん(7区)

昭和32年2月生まれ

区域がら､第1分団の団員16

人の内15人が自営業なので､他

の分団ほど深刻ではありません

が､後継者は心配です｡いつ起こ

るかわからない災害に備え､自分

たちのまちは自分たちで守るた

めにも､消防団の活動に理解をい

ただければと思います｡

渋土工
谷屋藤

佳力優等輿音
夏な斗と祐芹

健浩一

I-▲ ･一.L　皿

151126

音字青青阿井小赤
田都木木部上野ち

千

千ち夏至耕号優号誠重美み詩しん
尋芸末司郎海み大望和わ歩は

中青原辻香山
戸木田村川岸民
川

芸転芸芸芸名
908924676980年

歳歳歳歳歳歳齢

101011 7 1525地

区区区区区区区　　　区区区

西平畑公園の催し　　　田･　　.
ノI-フ:ガ｣デシ℡85-1177 �6�,v遅,ﾉ{�C�"ﾓ塔c��

押し花を使ったキーホルダ-.フレーム ガーデンに咲いた花たちの美しきを残したくて押 し花を作ることにしましたoフレームに入れて飾る �?｢�哩 俐8+YZ��時間 �?ﾈ�｢�

1 �7��小さな実験室｢空気のおもさ｣ ���｣���30人 
タイプや､キーホルダーに入れる土産タイプを企画 しています○ 劍轌;�ｩ�Xｷi]ｹ4�h+8/��/ 12:00 

5 ��R�手づくり教室｢からくりペ-プサート｣ �������20人 
開催日時 劍鰄+�Λ]�9jI�Y9ｺI�h僮Tﾒ�/ 

毎週木.士.日曜日9:00-12:00 費用キーホルダー500円/日 劍ｸﾙ?ｸ7�6(4�(ﾌ"�15:00 

8 �7��さわやかコンサート ��3｣���自由 フレーム1,800円/日 劒(5�4�8�4ｸ6�986�,b�+x-ﾘ.ｨ,ﾈ徂,ﾈ､h+8/�2�? 14:00 

B席屠℡82-7345 

12 ��R�巣箱作り教室｢小鳥の家を作ろう｣ �������親子30祖 夏の自由研究相談 指導:平野内定-先生(7L県農政部参事) 梯�1,100円. 

4日(^l-7日睦)9:30-ll:30 飼育室で育てたスズムシをおわけします 6日(ljC)､7日〔封9:30-ll:30 劔'ﾉ>��I�i�b一��(ｭ�ｹ+r��鰄+�Λ]�9jH侭9ｺH,ﾈ+�*ﾈ.芥ｾ�,8+ⅹ�h僮Tﾒ�15:00 �(ﾌ)Z｢�

16 廼ﾒ�手づくり教室｢からくりおもちゃ｣ ���｣���50人 ･飼育容器を持ってきた人に､1人3-5匹ずつ おわけします○ カラムシの皮で､こまのひもをなってみましょう 劍6�8ﾘ�ｸ4�686�42�8�487��ｸ,ﾈ覈�x/�y駅���鰄+�Λ]�9jI�Y9ｲ�iL 15:00 ��S�冷�

21 仞��文化講座｢パズル教室｣ ���｣���30人 
*随時､観察.実習できます 劍貶ｵ卯ﾈ�(ｭH6�5�8ｸ鰄+�る]�9i�Y:��轌;�ｩ��鉑zｨ�+8/��7�5�8ｸﾚy�(檍檍蹴��～ 15:00 �#��冷�

水道修理当番表
8月

9 / 1 ～ �#R�18 免ﾂ�4 ���日 

～ ����～ ����～ 

7 �3��24 ��r�10 �2�

㈲ �｢��r��"�ﾔ��k��㈲ �ｲ�㈲ �ｲ�一業~ 

渋 刮ﾁ ���筆 亅��

谷 刮�. 読 �62�ﾕEB萃����R�良 �$｢�者_ 

管 剩� 工 ���ﾔ��商 豫r�秦 

工 �5��業 凅��店 儘��

89 �3B�82 塔"�83 塔��電~- 

l ��r�i 白�l 鳴�

2 �"�4 ���0 �"�

5 迭�9 澱�1 迭�串 

8 ���1 湯�0 0 �"���

町民文化センター･寄出張所.子どもの館にて好評発売中
※駐車台数に限りがありますので､お革でのご来館はご遠慮ください0

今月の休館日は､毎週月曜日です｡

琶
カ
メ
ラ
レ
ポ
･
卜

囁
わ
が
家
の
赤
ち
ゃ
ん
亀

出
初
め
式
で
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と

が
あ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
｡

こ
の
作
業
を
制
限
時
間
内
に
い
か

に
節
度
を
持
ち
'
無
駄
な
-
正
確

迅
速
に
で
き
る
か
が
審
査
さ
れ
ま

す
｡

4
月
か
ら
1
か
月
に
1
0
回
ほ
ど

の
ペ
ー
ス
で
､
松
田
中
学
校
の
校

指
揮
者
を
務
め
る
私
は
'
大
き
な

声
で
号
令
を
か
け
な
け
れ
ば
な
ら

め

な
い
の
で
､
次
第
に
声
が
暖
れ
て

き
ま
す
｡
1
番
員
と
2
番
員
は

ホ
ー
ス
を
延
長
し
た
り
'
接
続
し

た
り
'
水
が
出
る
筒
先
を
操
作
し

ま
す
｡
3
番
員
は
伝
令
係
で
､
最

も
運
動
量
が
多
-
な
り
ま
す
｡
ま

県
が
2
年
に
1
度
開
催
す
る
消

防
操
法
大
会
が
､
今
年
は
7
月
2
9

日
に
実
施
さ
れ
ま
す
｡
足
柄
上
郡

5
町
か
ら
は
､
順
番
に
小
型
ポ
ン

プ
操
法
の
種
目
に
出
場
し
て
い
ま

す
｡
様
々
な
要
因
が
あ
り
､
そ
れ

ぞ
れ
の
町
が
大
会
に
出
場
す
る
に

は
'
6
年
か
ら
8
年
の
間
が
空
き

ま
す
｡
そ
れ
が
同
じ
町
の
同
じ
分

団
で
は
'
数
十
年
に
一
度
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
｡
大
会
を
前
に
､

本
町
と
し
て
は
1
6
年
振
り
の
出
場

と
な
る
'
第
1
分
団
の
分
団
長
'

蕪
木
恭
雄
さ
ん
に
話
を
伺
い
ま
し

た
｡

水
槽
へ
消
防
ポ
ン
プ
車
の
吸
管

を
入
れ
'
消
防
ポ
ン
プ
車
か
ら
2

本
の
ホ
ー
ス
を
延
長
し
'
前
方
に

立
て
ら
れ
た
標
的
に
放
水
'
そ
し

て
撤
収
ま
で
の
作
業
を
行
い
ま
す
｡

消
防
操
法
県
大
会
を
前
に

庭
や
小
学
校
の
ピ
ロ
テ
ィ
ー
(
中

磨
)
　
で
練
習
し
て
い
ま
す
｡
仕
事

が
終
わ
っ
て
　
(
終
わ
ら
せ
て
)
夜

7
時
に
集
合
し
て
準
備
､
2
時
間

の
練
習
を
終
え
て
詰
め
所
へ
戻
り
､

汚
れ
た
ホ
ー
ス
を
洗
う
と
1
0
時
を

過
ぎ
ま
す
｡

選
手
は
私
を
含
む
5
人
で
す
｡

た
1
･
2
･
3
番
員
は
ホ
ー
ス
を

撤
収
す
る
の
で
す
が
'
中
腰
で
巻

い
て
い
く
の
は
か
な
り
き
つ
い
も

の
で
す
｡
4
番
員
は
車
の
運
転
と

ポ
ン
プ
の
操
作
を
担
当
し
ま
す
｡

水
圧
の
か
け
方
に
気
を
使
い
ま
す
｡

初
め
の
こ
ろ
は
'
何
で
俺
た
ち

が
こ
ん
な
き
つ
-
て
苦
し
い
こ
と

を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
か
､

と
不
平
不
満
も
あ
り
ま
し
た
｡
し

か
し
'
消
防
本
団
や
足
柄
上
消
防

組
合
の
職
員
の
方
の
厳
し
-
も
暖

か
い
指
導
も
あ
り
､
選
手
以
外
の

団
員
も
含
め
'
何
と
か
ま
と
ま
っ

て
き
ま
し
た
｡
本
番
を
前
に
､
大

会
会
場
で
2
度
の
練
習
を
終
え
ま

し
た
｡
7
月
1
3
日
に
は
'
町
長
さ

ん
や
足
柄
上
地
区
行
政
セ
ン
タ
ー

の
所
長
さ
ん
ほ
か
関
係
者
の
皆
さ

ん
の
前
で
練
習
の
成
果
を
披
露
L
t

激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
｡

気
持
ち
も
新
た
に
緊
張
感
を
高
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
｡

1
3
組
が
参
加
す
る
中
で
'
大
き

な
"
)
ス
を
す
る
こ
と
な
く
､
T
ケ

タ
の
成
績
が
残
せ
れ
ば
と
思
い
ま

す
｡
終
わ
っ
て
し
ま
え
ば
'
苦
し

か
っ
た
練
習
も
き
っ
と
良
い
思
い

出
に
な
る
と
思
い
ま
す
｡

貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
が
､

で
き
れ
ば
修
得
し
た
｢
技
術
｣
も

実
際
に
は
出
番
が
な
い
よ
う
'
火

の
元
の
管
理
に
は
十
分
ご
用
心
を

お
願
い
し
ま
す
｡

(
7
月
1
7
日
取
材
)

･   ++;+

6
月
1
 
6
日
か
ら

7
月
1
 
5
日
ま
で

受
け
付
け
た
方

お
誕
生
お
め
で
と
う

保
護
者

嘉

　

之

正

　

義

博

　

和

重

　

人

正

　

彦

寿
み
ゆ
き

地

　

区

店
屋
場

2

2

　

区

H

　

区

1

2

　

区

町

　

屋

河

　

内

店
屋
場

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

円
田
指
し
T
l
.
.
.
.
 
･
;
;
.
=
.

1
7
日
㈲
　
町
民
文
化
C

午
前
1
0
時
～
1
2
時

人
権
･
行
政
　
1
8
日
困
･
午
前
1
0

時
～
1
2
時
　
町
民
文
化
C

法
律
　
4
日
㈹
･
午
前
9
時
3
0
分

～
日
時
(
受
付
)
　
町
民
文
化
C

田
す
く
す
烏
児
凋
=
.

分
～
1
0
時
3
0
分
　
健
康
福
祉
C

3
歳
児
健
康
診
査

1
9
日
㈹
･
午
後
0
時
5
0
分
-
1

時
1
 
5
分
　
健
康
福
祉
C

3
-
4
か
月
児
健
康
診
査

2
 
6
日
㈹
･
午
後
1
 
0
時
5
0
分
～
1

時
1
 
5
分
健
康
福
祉
C

ず

ひ

や

や

っ

こ

一
人
鯛
の
昼
は
気
ま
ま
に
冷
奴

よ

流
れ
来
鵠
鞄
を
避
け
た
る
あ
め
ん
ぼ
う

夏
服
に
溌
劇
の
腔
あ
り
に
け
り

夜
の
闇
も
匂
う
ロ
ー
マ
の
聖
五
月

錆
声
い
着
て
に
が
う
り
の
実
の
育
ち
ゆ
-

頬
杖
で
話
せ
る
客
や
夏
座
敷

蛍
狩
り
人
よ
り
水
の
静
か
に
て

に
ぎ
に
ぎ

草
取
や
賑
々
し
さ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

渋
谷
サ
ト

川
口
幸
男

橋
本
房
江

遠
藤
律

遠
藤
玉
枝

相
木
富
三

飯
田
可
耕

小
野
和
枝

尊
こ
の
広
報
紙
は
､
環
境
保
全
と
資
源
保
護
の
た
め
､
古
警
利
用
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
用
警
使
用
し
て
い
ま
す
｡


